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HXネイティブスナップショットの概要
HXネイティブスナップショットは、VMのバージョン（状態）を保存するバックアップ機能
です。VMは、HXネイティブスナップショットを使用して、以前に保存したバージョンに戻
すことができます。ネイティブスナップショットはVMの複製で、ネイティブスナップショッ
トが作成された時点での、すべての VMディスク上のデータの状態と VMの電源の状態（オ
ン、オフ、またはサスペンド）が含まれます。保存した状態へ復元できるようにするには、ネ

イティブスナップショットを取得して VMの現在の状態を保存します。

HXネイティブスナップショットの管理では、次の方法が使用されます。

• HTML 5の vSphereクライアントプラグインでの HXネイティブスナップショットのサ
ポートは、プラグインバージョン2.0.0で導入されました。詳細については、今すぐスナッ
プショットを作成を参照してください。

• HTML 5の vSphereクライアントプラグインのスケジュールスナップショットのサポート
は、プラグインバージョン 2.1.0で導入されました。詳細については、スナップショット
のスケジュールを参照してください。
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• vSphereの「スナップショットの管理」機能は、特定の HXネイティブスナップショット
に戻すことも、すべてのスナップショットを削除することもできます。

• Cisco HyperFlex Connectは、オンデマンドを作成し、HXネイティブスナップショットを
スケジュールできます。

• HyperFlexコマンドラインユーザーインターフェイスでは、HXネイティブスナップショッ
トを作成できます。

• HX REST APIは、HXネイティブスナップショットを作成および削除できます。

• Cisco HXDPリリース 5.5(x)以降の重要な変更：

• ESXiバージョン 6.5、6.7、および 7.0 U1はサポートされていません。

• Sentinelスナップショット作成ワークフローの代わりに、VMwareVAAIスナップショッ
トワークフローが使用されます。

VMwareスナップショットの詳細については、VMware Customer Connectサイトの「Overview
of virtual machine snapshots in vSphere（KB 1015180）」を参照してください。

HXネイティブスナップショットの利益
HX Nativeスナップは次の利点を提供します。

•登録済み VMの復元ー VMが登録されている場合、電源のオン/オフに関係なく、HXネ
イティブスナップショットと VMスナップショットは、スナップショットが作成された
時点よりも前の状態を復元できます。

•高性能 － HXネイティブスナップショットのプロセスは、I/Oオーバーヘッドが発生しな
いため高速です。

• VMのパフォーマンス － HXネイティブスナップショットは、VMのパフォーマンスを
低下させません。

•クラッシュ整合 － HXネイティブスナップショットは、デフォルトでクラッシュ整合で
す。I/Oのクラッシュ整合性においては、アプリケーションがクラッシュから正常に再起
動できるように、書き込み操作の正しい順序を維持するように定義されています。

•静止 － ゲストファイルシステムを静止した状態で HX Nativeスナップショットを作成で
きます。静止オプションは、Cisco HyperFlex Connect、HyperFlexコマンドラインユーザー
インターフェイス、および HX REST APIを使用する場合に使用できます。静止オプショ
ンを使用してHXネイティブスナップショットを作成する場合は、ゲストVMにVMware
ツールをインストールする必要があります。

HyperFlexリリース 4.5（2a）および VMware ESXi 7.0 U2以降の静止スナップショットの
パフォーマンスと信頼性が向上しました。

「ファイルシステムの休止」とは、物理または仮想コンピュータのディスク上のデータを

バックアップに適した状態にするプロセスを指します。このプロセスには、オペレーティ
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ングシステムのメモリ内キャッシュからディスクにダーティバッファをフラッシュする

などの操作の他、アプリケーションに固有の高位レベルのタスクが含まれる場合がありま

す。

休止ベースのスナップショットは、Windows2008R2オペレーティングシステムではサポー
トされていません。オペレーティングシステムのサポート終了です。サポートされている

オペレーティングシステムの最新のリストについては、VMwareのドキュメントを参照し
てください。VMware互換性ガイド

システムに休止エラーが表示された場合は、VMware Customer Connect『Troubleshooting

Volume Shadow Copy（VSS）quiesce related issues (1007696)』の記載を参照してください。

•スケジュールされたスナップショットはノード障害に耐性があります -スケジュールされ
たスナップショットは、HXDPメンテナンスモードや HXオンラインアップグレードな
ど、ノードのシャットダウンを必要とする管理操作に耐性があります。

スケジュール済みスナップショットは、マルチ-クラスタ環境では他の HXクラスタで発
生する障害に対して耐障害性があります。

•詳細な進捗とエラーレポート:これらのモニタリングタスクは、 VMレベルの HX Native
スナップショットのタスクレベルで実行されます。。

•瞬時のスナップショットの削除 － HXネイティブスナップショットと統合の削除は常に
瞬時に行われます。

• VDI導入サポート。スケジュール済みHXネイティブスナップショットは、VMwareネイ
ティブテクノロジーを使用する VDI導入環境のデスクトップ VMでサポートされていま
す。

•データストアアクセス。スナップショット対象の VMがアクセス可能なマウントポイン
トにある限り、スナップショットは部分マウントまたはアクセス可能なデータストアに対

して機能します。

HXネイティブスナップショットの考慮事項

スナップショットパラメータ

HXリリース 4.5（2a）以降では、VMware ESXi 7.0 U2 Sentinelスナップショットは適用されま
せん。

注目

• HXネイティブスナップショットー最初の HXネイティブスナップショットを作成する
と、HXネイティブスナップショットの前に HX SENTINELスナップショットが作成され
ます。SENTINELスナップショットは、後続のスナップショットがHXネイティブスナッ
プショットであることを保証するベースラインスナップショットです。SENTINELスナッ

HXネイティブスナップショットの管理
3

HXネイティブスナップショットの管理

HXネイティブスナップショットの考慮事項

https://www.vmware.com/resources/compatibility/search.php


プショットが存在する場合、vSphereを使用して追加のスナップショットを作成すると、
HXネイティブスナップショットが作成されます。

ネイティブスナップショットの作成時に、VMwareスナップショッ
ト（非ネイティブ）が存在しないようにする必要があります。

（注）

• HXスナップショットと VMware VAIOの互換性-VMware VAIOが設定された HXスナッ
プショットの作成はサポートされていません。HXスナップショットを作成しようとする
と、VMの電源がオフになります。HXスナップショットは、vSphere API for IO Filtering
（VAIO）が有効になっている仮想マシンと共存できません。VAIOフレームワークをバッ
クアップソリューションで使用して、仮想マシンの継続的データ保護（CDP）を有効にす
ることができます。CDPでバックアップソリューションを使用するには、CDP機能を有
効にする前に既存の HXスナップショットを削除します。

製品でVMwareVAIOフレームワークが使用されているかどうかを確認するには、『VMware
Compatibility Guide』で VMwareサイトの認定ベンダーのリストを確認します。

•保存スナップショットの最大数：VMwareにおける VMごとのスナップショットの上限
は、31です。制限の合計は、すべてのVMware作成済みスナップショット、HX SENTINEL
スナップショット、および HXネイティブスナップショットの合計に等しくなります。

仮想マシンの snapshot.maxSnapshotsプロパティで設定されている数字以上のスナップ

ショットをユーザーが作成しようとすると、次のエラーメッセージでスナップショット操

作が失敗します：スナップショット操作を実行できません。

•スケジュール済みスナップショット：VMとそのリソースプールで、スナップショットが
重複してスケジュールされないようにしてください。

Performance

• VMware vSphereストレージ APIアレイ統合（VAAI）：最適な HXスナップショットの
パフォーマンスと機能を実現するには、ESXi 7.0 U2以降にアップグレードします。

アップグレードプロセス中のスナップショット

• HXネイティブスナップショットは、HX、ESXi、またはUCSのアップグレードが進行中
の場合はサポートされていません。
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VM

表 1 :リリース固有の VMに関する考慮事項

検討リリース

統合時間は、仮想マシンの I/O負荷に比例しなくなりました。

Sentinelスナップショットは作成されなくなりました。

VMware ESXi 7.0 U2以降を使
用する HXリリース 4.5（2a）
以降

次の注意事項は、すべてのさぽーとあれているリリースに適用されます。

• VMハードウェアバージョン: HX Nativeスナップショットには、VMハードウェアバー
ジョン 9以降が必要です。最新バージョンを使用することを推奨します。

•削除された VM：HXネイティブスナップショットのライフサイクルは、VMスナップ
ショットと同様であり、仮想マシンに関連付けられています。VMが故意にまたは誤って
削除されると、関連するすべての HXネイティブスナップショットも削除されます。HX
ネイティブスナップショットには、削除された VMから回復するメカニズムはありませ
ん。VMの削除から保護するには、バックアップソリューションを使用します。

• HX Data PlatformストレージコントローラVM:ストレージコントローラVMのHX Native
スナップショットはスケジュールできません。

• HX Data Platformに属していない VM（Non-HX Data Platform VMs）：HXデータストア
に存在しない VMでは、HX Nativeスナップショットは機能不全になります。HXデータ
ストアにまたがる VMの HXネイティブスナップショットには、VMware ESXiバージョ
ン 7.0 U2以降を備えた HXDPバージョン 4.5(2a)以降が必要です。

•中断状態の VM:最初の HX Nativeスナップショットおよび VMの HX SENTINELスナッ
プショットを中断状態から作成することはサポートされていません。

• VM名：VM名は、HX Nativeスナップショットの撮影に対して、vCenterごとに固有であ
る必要があります。

•準備ができているストレージクラスタ: HX Nativeスナップショットを許可するには、ス
トレージクラスタが、十分なスペースがあり、オンラインである必要があります。VMが
存在するデータストアにアクセスできる必要があります。VMが有効であり、移行状態
（vMotion実行中など）であってはなりません。

オンラインノードが 1つだけ残っているクラスタ

• HX Nativeスナップショットは、電源オン状態の CBT対応 VMの単一オンラインノード
では許可されません。VMの電源をオフにし、SENTINELスナップショットを取得しま
す。電源がオンになっている VMの後続のスナップショットがサポートされます。
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vCenter

• vMotion：vMotionは、HXネイティブスナップショットのある VMでサポートされてい
ます。

• Storage vMotion：Storage vMotionは、HXネイティブスナップショットのあるVMではサ
ポートされていません。VMを別のデータストアに移動する必要がある場合は、Storage
vMotionを実行する前にスナップショットを削除してください。

名称

•名前の重複：HX Data Platform vCenterで、VMやリソースプールの名前の重複はサポート
されておらず、HXネイティブスナップショットが失敗します。これには、ネストされた
リソースプール内の親および子、別の vCenterクラスタ内のリソースプールが対象となり
ます。

•名前の文字：特殊文字はサポートされていません。名前に特殊文字を使用すると、指定し
た名前とは異なる名前が表示されます。

•スナップショット名の最大長 ― 80文字。

ディスクとデータストア

•シックディスクーソースディスクがシックディスクの場合、VMのディスクのスナップ
ショットもシックになります。必要に応じて、スナップショットに対応するためデータス

トアサイズを大きくしてください。

HyperFlexデータストアで新しい仮想マシンディスクを作成し、
シックプロビジョニングされたディスクの作成を有効にする場

合、シックプロビジョニングされたディスクを作成するオプショ

ンはありません。これは、VMwareの既知の問題です。詳細につ
いては、「Creating VMDK with NFS-backed storage does not
allowthick-provisioning with vendor plugin」を参照してください。

（注）
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ESXiは、NFSデータストア上のシックプロビジョニングの遅延
ゼロ仮想ディスクとシックプロビジョニングの仮想ゼロディスク

を区別できません。NFSデータストアを使用する場合、vSphere
クライアントでは、Thick Provision Lazy Zeroed（zeroedthick）また
は Thick Provision Eager Zeroed（eagerzeroedthick）形式の仮想ディ
スクを作成できます。ただし、[仮想マシンのプロパティ（Virtual
Machine Properties）]ダイアログボックスでディスクタイプをオン
にすると、[ディスクプロビジョニング（Disk Provisioning）]セク
ションに、ディスクフォーマットとして[シックプロビジョニング
（Eager Zeroed）]が常に表示されます（ディスク作成時にどの
フォーマットを選択しても）。

（注）

•仮想ディスクタイプ：VMwareは、さまざまな仮想ディスクバッキングタイプをサポー
トします。最も一般的なタイプは FlatVer2形式です。HXネイティブスナップショットは
この形式でサポートされています。

その他の仮想ディスク形式には、Raw Device Mapping（RDM）、SeSparse、VmfsSparse
（Redlog形式）などがあります。これらの形式の仮想ディスクを含む VMは、HXネイ
ティブスナップショットではサポートされていません。

ログインアクセス

• SSH：SSHがストレージクラスタ内のすべてのノード上の ESXで有効になっていること
を確認してください。

制限

最大数オブジェクト

VMあたり 30

VMwareの上限は 31です。1つのスナップショットが HX
SENTINELスナップショットで使用されます。

HXネイティブスナップ
ショット

ストレージクラスタあたり 48データストア

3 TB最大 VMDKサイズ

HXネイティブスナップショットのベストプラクティス
•多数のスナップショットを作成する際には、次の点を考慮します。

•データトラフィックの低いことが予想される場合は、HXネイティブスナップショッ
トを同時にスケジュールします。

HXネイティブスナップショットの管理
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•多数の VMが同時にスナップショットされるようにスケジュールされないように、
HXネイティブスナップショットスケジュールをずらします。

•ストレージクラスタ内の VMで vCenterが稼働している場合は、vCenter VMの HX Native
スナップショットを作成しないでください。詳細については、VMwareサイトの『VMware
VirtualCenter Server service fails due to a quiesced snapshot operation on the vCenter Server database
virtual machine (2003674)』記事を参照してください。

HXネイティブスナップショットのベストプラクティス HXリリース 4.5（1x）以前

HXリリース 4.5（2a）および ESXi 7.0 U2で重要な更新が導入されました。次の推奨事項は、
このリリースの前に導入されたリリースを使用しているユーザにのみ適用されます。

VMの最初のスナップショットを作成するためには、常にHXネイティブスナップショット機
能を使用してください。これで、後続のスナップショットがすべてネイティブ形式になりま

す。

重要

• VMの最初のスナップショットを作成するためには、VMwareのスナップショット機能を
使用しないでください。VMwareスナップショットは redoログ技術を使用するので、それ
が原因で元のVMでパフォーマンスが低下します。しかも、スナップショットが追加され
るごとにパフォーマンスがさらに低下します。

•削除するべき redoログスナップショットがある場合は、redoログスナップショット
が常駐する ESXiホストで、/etc/vmware/configファイルを編集して、

snapshot.asyncConsolidate="TRUE"を設定します。

• HXネイティブスナップショットは、最初のHXネイティブスナップショットが作成され
た後の VMのパフォーマンスには影響しません。

•最初の HXネイティブスナップショットを作成する前に、VMにすべての VMDKを追加
します。

VMDKが VMに追加されると、追加の SENTINELスナップショットが取得されます。そ
れぞれの追加の HX SENTINELは、追加スペースを使用します。

たとえば、HX Nativeスナップショットを持つ既存のVMに 2つの新しいVMDKを追加す
ると、次にスケジュールされたHX Nativeスナップショットで1つの新しいHX SENTINEL
が作成されます。1つ以上の VMDKを追加する必要がある場合は、既存の HX Nativeス
ナップショットスケジュールの保持計画を確認し、保持されている HX Nativeスナップ
ショットと HX SENTINELスナップショットの合計数が合計値 31を超えないようにして
ください。
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HXネイティブスナップショットのタイムゾーン
スナップショットのタイムスタンプとスケジュールを表示したり操作したりするオブジェクト

は、次の 3つです。

• vSphereと vCenterは UTC時間を使用します。

• vSphereクライアント (HTML5)はブラウザのタイムゾーンを使用します。

• HX vSphereクライアント（HTML5）プラグイン、HXストレージクラスタ、HXストレー
ジコントローラ VMは同じタイムゾーンを使用します。これは HXストレージクラスタ
全体に適用されます。これらのエンティティで使用されるタイムゾーンは設定可能です。

デフォルトは UTCです。

スケジュールの設定には HXストレージコントローラ VMの時刻が使用されます。HXネイ
ティブスナップショットの作成には vSphere UTC時刻が使用されます。ログとタイムスタン
プは、その表示方法に応じて異なります。

HX vSphereクライアント（HTML5）を使用してスケジュールを作成すると、スケジュールさ
れた時間はHXストレージコントローラVMのタイムゾーンからUTCに変換されます。vSphere
クライアント（HTML5）タスクでスケジュールを表示すると、ブラウザのタイムゾーンでタ
スクが表示されます。

これらを同じタイムゾーンに変換すると、同一時刻になります。たとえば、5:30pmPST、8:30PM
EST、1:30AM UTCはすべて同じ時刻です。

[vSphereのスケジュールされたタスク]タブの場合、HX vSphereクライアント（HTML5）プラ
グイン内で作成したスケジュール済みのスナップショットと同じ時間を表示し、ストレージコ

ントローラ VMを UTCに設定します。

ローカルのタイムゾーン設定に基づいて、スナップショットをスケジュールに沿って実行する

には、ストレージクラスタ用のタイムゾーンを設定します。デフォルトでは、ストレージコ

ントローラ VMは HX Data Platformのインストール中に設定された UTCのタイムゾーンを使
用します。

vSphereとストレージコントローラ VMが同じタイムゾーンを使用していない場合、[vSphere
Scheduled tasks]タブでは [HX vSphereクライアント（HTML5）プラグイン]スケジュールス
ナップショットｓ ダイアログでスケジュールした時間とは異なる時間が表示される場合があり
ます。

時間単位のスナップショットを設定すると、スナップショットスケジュールは特定の開始時間

と終了時間の間で実行されます。[vSphere Task (vSphereタスク)]ウィンドウでは、タイムゾー
ンに基づき、スケジュールされたスナップショットが時間単位で指定された終了時刻の後で完

了したというステータスを表示することがあります。

ストレージコントローラ VMで使用されるタイムゾーンの識別と設定

1. ストレージコントローラVMのコマンドラインから、タイムゾーンの設定を参照します。

$ hxcli services timezone show

HXネイティブスナップショットの管理
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2. ストレージクラスタのタイムゾーンを変更します。

$ hxcli services timezone set --timezone timezone_code

関連トピック

スナップショットのスケジュール

HXネイティブスナップショットの作成
HXネイティブスナップショットを作成するには、次の手順を実行します。

始める前に

HXストレージクラスタ内の VMの redologスナップショットを削除します。この手順が完了
していない場合は、VMがスナップショット統合中に機能しなくなる可能性があります。

Redoログスナップショットは、HX Nativeのスナップショット機能ではなく、VMwareのス
ナップショット機能を介して作成されるスナップショットです。REDOログスナップショット
が存在する ESXiホスト設定を編集するには、

1. ESXiホストのコマンドラインにログインします

2. 編集するために /etc/vmware/configを探して開きます。

3. snapshot.asyncConsolidateパラメータを TRUEに設定します。

snapshot.asyncConsolidate="TRUE"

ステップ 1 vSphereクライアント（HTML5）ナビゲータから、VMレベルで vCenterのVMのリストを表示します。ホ
ストとクラスタ、VMとテンプレート、ストレージ、ネットワーキング、またはグローバルインベントリ
リストのいずれかの方法で VMリストを表示します。

例：

グローバルインベントリリスト > VM

ステップ 2 ストレージクラスタVMを選択し、[操作（Actions）]メニューを開きます。[VM情報（VM information）]
ポートレット内で、VMを右クリックするか [操作（Actions）]メニューをクリックします。

ストレージクラスタのリソースプール上に HX Data Platformに属していないデータストアがな
いことを確認します。そうでない場合、スナップショットは失敗します。

（注）

ステップ 3 [Cisco HX Data Platform] > [今すぐスナップショット（Snapshot Now）]の順に選択して、[スナップショッ
ト（Snapshot）]ダイアログボックスを表示します。

ステップ 4 ダイアログボックスに入力します

表 2 : [Take Snapshot]ダイアログボックス

説明と使用上の注意フィールド
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スナップショット名を入力します。スナップショット名の最大長は80
文字です。

名前

スナップショットの説明を入力します。説明

チェックボックスを使用して、[仮想マシンのメモリのスナップショッ
ト（Snapshot the virtual machine's memory）]または[ゲストファイル
システムの静止（Quiesce guest file system）]を選択します（VMware
Toolsがインストールされている必要があります）。

[スナップショットオプション]
チェックボックス

ステップ 5 [OK]をクリックして、HXネイティブスナップショットを作成します。

[最近のタスク（Recent Tasks）]タブでは、次のステータスメッセージが表示されます。
Create virtual machine native snapshot.
The first snapshot

関連トピック

今すぐスナップショットを作成

ESXi 7.0 U2を使用した HXネイティブスナップショット
ESXi 7.0 U2を使用してスナップショットを作成すると、次の機能が強化されます。

• Sentinelスナップショットは作成されません。

• VM属性snapshot.alwaysAllowNative=TRUE.を自動的に設定することで、VMのすべてのス
ナップショットの VAAIオフロードをサポートします。

•パフォーマンス、信頼性、および機能の向上。

•スパンされたデータストア上の VMのスナップショットをサポートします。

•不要になった場合に自動的に識別し、sentinelsを削除します。

HX Nativeスナップショットのスケジューリングの概要
スナップショットスケジュールをストレージクラスタオブジェクト（VM、VMリソースプー
ルなど）に適用します。

vCenterクラスタを再登録すると、HXNativeのスナップショットスケジュールは失われます。
この場合は、HX Nativeスナップショットスケジュールを再設定します。

（注）
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HX Nativeスナップショットをスケジュールする場合は、バックアップ要件を考慮してくださ
い。重要なデータについては、より頻繁な HX Nativeスナップショットを保持します。障害発
生時には、直近の HX Nativeスナップショットを復元するか、カスタムのリアルタイム HX
Nativeスナップショットを作成できます。重要度の低いデータの場合は、HX Nativeスナップ
ショットの作成頻度を少なくすることを検討します。

HX Nativeスナップショットスケジューリングは、バックアップコストの制御に役立ちます。
ストレージクラスタの各 VMで、時間単位、日単位、または週単位でスナップショットをス
ケジュールできます。個別の VMの最大頻度は、1時間に 1度です。時間単位の設定は 15分
の増分値で利用できます。

たとえば、HX Nativeスナップショットは、次の設定で毎日、取得されます。

VM 1の時間単位のスナップショット、午後 10時と午前 1時の間の 15分に実行。
VM 2の時間単位のスナップショット、午後 8時と午前 12時の間の 30分に実行。
VM 3と 4の時間単位のスナップショット、午前 6時と午前 8時の間の 45分に実行。
VM 5の日単位のスナップショット、午前 6時に実行

これらのHX Nativeスナップショットは毎日、取得されます。最後のHX Nativeスナップショッ
トが終了時:00分より前になっていることに注意してください。

午前 6時— VM 5
午前 6時 45分— VM 3、VM 4
午前 7時 45分— VM 3、VM 4
午後 8時 30分— VM2
午後 9時 30分— VM2
午後 10時 15分— VM1
午後 10時 30分— VM2
午後 11時 15分— VM1
午後 11時 30分— VM2
午前 12時 15分— VM1

24時間で 1時間ごとに HX Nativeスナップショットをスケジュールするには:

ステップ 1 開始時刻を設定します

ステップ 2 開始時刻の 1時間前に終了時刻を設定します。

例：

時間が 15分の設定で、午後 4時を開始にして午後 3時を終了にします。
このタスクは、HX Nativeスナップショットを午後 4時 15分、午後 5時 15分 ...午前 12時 15分、午前 1
時 15分 ...午後 2時 15分、午後 3時 15分に取得します。その後、24時間のサイクルが再開されます。

VMごとの最大HX Nativeスナップショット数は 31です。1つのHX SENTINELスナップショッ
トも必要です。したがって、1時間ごとに HX Nativeスナップショットを取得し、最新の 30の
HX Nativeスナップショットを保持することができます。

（注）

HX Nativeスケジュールスナップショットには、ストレージコントローラVMの現在のタイムゾーン設定
に基づく、スナップショットの設定時間が表示されます。そのため、HX Nativeスナップショットを午後 7
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時 PSTに設定し、ストレージコントローラ VMのタイムゾーンを ESTに変更した場合、次に HX Native
スケジューラのウィンドウを開くときには、設定時間は午後 10時 ESTに自動で更新されています。

関連トピック

スナップショットのスケジュール

HX Nativeスナップショットのスケジューリング

ステップ 1 vSphereクライアント（HTML5）のホームページから、VMまたはリソースプールリストを選択します。

たとえば、[vCenterインベントリリスト（vCenter Inventory Lists）] > [仮想マシン（Virtual Machines）]
の順に選択し、vCenter内での VMのリストを表示します。

ステップ 2 ストレージクラスタVMまたはリソースプールを選択し、[アクション（Actions）]メニューを開きます。

オブジェクトを右クリックするか、または [操作（Actions）]メニューをクリックします。

ステップ 3 [操作（Actions）]メニューから [Cisco HX Data Platform] > [スケジュールスナップショット（Schedule
Snapshot）]の順に選択し、[スケジュールスナップショット（Schedule Snapshot）]ダイアログボックスを
表示します。

ステップ 4 スナップショットの頻度を選択します。

時間単位、日単位、週単位の頻度を示すボックスをクリックし、開始日、開始時刻、および期間を設定し

ます。

ステップ 5 保持するスナップショットの数を設定します。

最大数に達すると、新しいスナップショットの作成に伴って古いスナップショットが削除されます。

ステップ 6 必要に応じて、既存のスケジュール済み項目を選択解除します

以前のスケジュールが存在している場合は、項目を選択解除すると、今後のスケジュールからこれらの項

目が削除されます。

ステップ 7 [OK]をクリックしてスケジュールを受け入れ、ダイアログを閉じます。

HXNativeスケジュール済みスナップショットの頻度の設
定

スナップショットを、毎時間（特定の時刻）、毎日（特定の時刻）または毎週（選択した曜日

と時刻）作成します。
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始める前に

VMまたはリソースプールの [スナップショットのスケジューリング（Schedule Snapshot）]ダ
イアログボックスを開きます。

ステップ 1 [スケジュールスナップショット（Schedule Snapshot）]ダイアログボックスで、[時間単位のスナップショッ
トを有効にする（Enable Hourly Snapshot）]、[日単位のスナップショットを有効にする（Enable Daily
Snapshot）]、または [週単位のスナップショットを有効にする（Enable Weekly Snapshot）]のチェックボッ
クスをオンにします。

ステップ 2 ドロップダウンリストの [開始（Start）]をクリックし、開始時間を選択します。時間、15分単位の分、
午前または午後を選択します。

ステップ 3 スナップショットスケジュールを時間単位で設定するには、[終了日時（Until）]ドロップダウンリストを
クリックして、終了時間を選択します。時間、15分単位の分、午前または午後を選択します。[開始（Start）]
で選択した開始時間と同じ値に分を設定します。

HX Data Platformプラグインは、開始時間と終了時間の間で毎時間ごとに VMのスナップショットを作成
します。

ステップ 4 対応するチェックボックスをオンにして、スナップショットを取得する曜日（[日（Days）]）を指定しま
す。

ステップ 5 [保持（Retention）]で、数値を入力するか矢印ボタンを使用して、スケジュールごとに保持するコピーの
最大数を指定します。

関連トピック

スナップショットのスケジュール

HX Nativeスナップショットスケジュールの削除

ステップ 1 HX vSphereクライアント (HTML5)、から、VMまたはリソースプールリストを選択します。

たとえば、[vCenterインベントリリスト（vCenter Inventory Lists）] > [仮想マシン（Virtual Machines）]
の順に選択し、vCenter内での VMのリストを表示します。

ステップ 2 ストレージクラスタVMまたはリソースプールを選択し、[アクション（Actions）]メニューを開きます。

オブジェクトを右クリックするか、または [操作（Actions）]メニューをクリックします。

ステップ 3 [アクション（Actions）]メニューから [Cisco HXデータプラットフォーム（Cisco HX Data Platform）] >
[スケジュールスナップショット（Schedule Snapshot）]を選択し、[スケジュールHX Nativeスナップショッ
ト（Schedule HX Native Snapshot）]ダイアログボックスを表示します。

ステップ 4 不要になったスケジュール済みオプションをオフにします。

ステップ 5 [OK]をクリックして変更を受け入れ（変更には、以前に設定されていたスケジュールの削除が含まれま
す）、ダイアログを終了します。
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ステップ 6 スケジュールが削除されたことを確認します。

ストレージクラスタ VMまたはリソースプールを選択します。HX vCenterのタブ、[管理（Manage）] >
[スケジュール済みタスク（Scheduled Tasks）]をクリックします。これで、以前の HX Nativeスナップ
ショットスケジュールが表示されなくなります。

HXネイティブスナップショットへの復帰
スナップショットに復帰すると、VMがスナップショットに保存されている状態に戻ります。
スナップショットへの復帰は、一度に 1つの VMで実行します。スナップショットへの復帰
は、HX Data Platformプラグインではなく vCenter Snapshot Managerで実行されます。

始める前に

VMのスナップショットが存在している必要があります。

ステップ 1 vSphereクライアント（HTML5）から、VMレベル、VMフォルダレベル、またはリソースプールレベ
ルを選択します。たとえば、[vCenterインベントリリスト（vCenter Inventory Lists）] > [仮想マシン
（Virtual Machines）]の順に選択し、vCenter内の VMのリストを表示します。

ステップ 2 ストレージクラスタVMを選択し、[操作（Actions）]メニューを開きます。[VM情報（VM information）]
ポートレット内で、VMを右クリックするか [操作（Actions）]メニューをクリックします。

ステップ 3 [スナップショット（Snapshots）] > [スナップショットの管理（Manage Snapshots）]を選択し、vSphere
Snapshot Managerを開きます。

ステップ 4 選択した VMのスナップショット階層から、復元するスナップショットを選択します。

ステップ 5 [復帰（Revert to）] > [はい（Yes）] > [閉じる（Close）の順にクリックします。

復帰された VMは VMリストに追加され、電源がオフになります。場合によっては、VMスナップショッ
トから復帰した VMがすでに電源オンになっていることがあります。詳細については、次の表を参照して
ください。

表 3 : HX VMスナップショットの再起動後の VM電源状態

復元後の VM状態HX VMスナップショット撮影後の VM状
態

HX VMスナップショットに戻した後、VMがオンになり実行
中になります。

電源がオンになっています（メモリが含

まれます）。

HXVMスナップショットに戻した後、VMがオフになります。電源がオンになっています（メモリを含

みません）。

HX VMスナップショットに戻した後、VMがオンになり実行
中になります。

電源がオフになっています（メモリを含

みません）。
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ステップ 6 戻された VMがオフになる場合、VMを選択して、電源をオンにします。

HX Nativeスナップショットの削除
HX Nativeスナップショットの削除は、HX vSphereプラグインではなく vSphereインターフェ
イスで管理されます。

ステップ 1 vSphereクライアント (HTML5)から、[VMとテンプレート（VMs and Templates）] > [vcenter_server] > [ス
ナップショット（Snapshots）] > [データセンター（datacenter）] > [vm]の順序で選択します。

ステップ 2 [vm]を右クリックして、[Snapshots] > [Manage Snapshots]を選択します。

ステップ 3 HX Nativeスナップショットを選択し、[削除（Delete）]をクリックします。

[すべて削除（Delete All）]オプションのみを使用して、HX SENTINELスナップショットを削
除します。HX SENTINELスナップショットは個別に削除しないでください。

（注）
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